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ボート部・カヌー部代表者 各位 

◇CROKER オールの特徴 
11 月 15 日～18 日に、CROKER 社のダレン氏が再来日。修理方法や CROKER オールの特徴につい

てレクチャーを受けました。下記に CROKER オールのアピールポイントを簡単にまとめました。 

Point① シャフトのベンドが一定 シャフトのブレード側からハンドル側まで、一定にしな

るように繊維の配置やシャフトの太さが調節されています。ベンドが一定であることで、ロー

イングサイクルにシンクロして、効率よく艇速につなげることができます。 

Point② ブレードの周囲が丈夫 周囲はカットするだけでなく、繊維を巻いて補強していま

す。障害物にぶつけた際もブレードが欠けたり表面がめくれたりしにくくなっています。 

Point③ 軽い 一番良く使われている S2、S2 soft は Concept2 のモデルと比べると Ultralight より軽く、Low-i と同じぐら

いです。世界のトップ選手が使う S4 ではさらに高品質なカーボンを使用し、より軽くできています。 

Point④ デコボコのグリップ デコボコのあるグリップは、正しい太さを選ぶことで、握りやすく前腕の余計な力みを減少

させます。また、初心者ではデコボコに合うように握る意識をすると、正しいグリップの握り方をマスターできます。 

Point⑤ チャンピオンが使っています 今年の世界選手権では全体のシェアは 10％以下。ですが、チャンピオンクルーだけ

でみると、その 35%が CROKER オールを使っています。多くは S4 soft、S2 Soft を使用しているとのことです。 

CROKER にもいろいろなオールの仕様がありますが、ほとんどの日本人選手には S2 soft・カットブレードがおすすめです。パ

ワーのある選手であれば、S2 soft のフルブレードや S2 といった仕様も選択肢の一つになってきます。 

◇お知らせ 
＊メンテナンス講習会 開催のお知らせ 

FRP 艇（ボート、カヌー）の修理方法を学んでいただく、『メンテナンス講習会』を今年度は以下の日程で開催します。 

定員になり次第、締切とさせていただきますので、お早めにお申し込み下さい。 

 【日時】 2012/2/3（金）13:00 ～ 2/5(日）12:00 3 日間  【場所】 桑野造船株式会社 堅田工場 

 【参加費】無料（昼食付 ただし、工場までの交通費および宿泊費等はご負担下さい。）【募集定員】5名程度 

 【申込方法】以下の項目をメールまたは FAX(077-573-8002)にてお知らせ下さい。 

  ・お名前 ・所属団体 ・年齢 ・ご住所 ・TEL ・FAX ・E メール ・参加区分（団体より派遣 または 個人参加） 

＊2011 FISA 世界選手権 DVD、好評販売中！ 

スロベニア・ブレドで開催された世界選手権、すべての決勝レースが収録された DVD が入荷しました。今年は五輪出場枠獲得

のかかった大会でもあり、ハイレベルな戦いが繰り広げられています。 1 枚 \8,400 (税込)＋送料 

◇リギング調整のポイント【古川】 

選手の体格、漕力、漕法と艇のリギングは表裏一体の関係です。その意味でリギングは重要で、

海外ではコーチの仕事になっています。国内では選手が計測器を当ててその数値だけを信じて

調整を済ませることが多いのですが問題があります。まず、すべての基準を艇のガンネルにし

ていますが FRP 製の製作精度はその期待に完全には応えられませんので複数点の平均値をと

ることが大切です。また、もっとも身近なオールのカバー角を例にとれば、測定器の精度と測

定誤差、クラッチ軸のガタと漕いでいる時の艇の傾きとリガーの撓みによるクラッチ軸の傾

き、オール自身のねじれ・・・等々の要素ごとに１度近くの誤差が含まれます。それらを総合 

したものが実際のカバー角です。大切なのは含まれる誤差の予測と実際漕がせて何がおかしいかを観るコーチの眼力です。 
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BOAT TIMES の配信停止をご希望される方は、お手数ですが FAX (077-573-8002)又は E-Mail（kuwano@k-boat.co.jp）で 

弊社までご連絡下さい。また、ご意見・ご感想などもお待ちしております。 

お手数ですがボート・カヌー関係者へお渡しください。 

この秋も各地で公認指導者養成講習会が開催されています。私も年

末にかけて講師役で全国を駆けずり廻っています。公認資格がない

と国体に監督登録できないルールが間もなく発効されるためです。

でも、指導者に必要なのは勝つためとか上手くなるための知識だけ

でなく選手にローイングの楽しさ、仲間と力を合わせて目標に向か

う心を伝えることだと信じて講師役を務めています。メルボルンで

の Head of The YARRA に行ってレースを楽しみ、スポーツ先進国オ

ーストラリアのローイングを観察して戻ってきました。 【古川】 

未来に向かって進化 
－お客さまの役にたつ存在になる－ 

＊総てに挑戦  
プロの仕事に徹する   

＊存在価値の追求  
国内メーカーとしての価値を高める   

＊スピードアップ  
総ての仕事に納期を設定する 


